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北海道における知的財産活動

　第２部「北海道の知的財産権の現在と将来を語る」では、北海道経済産業局特許室の室井誠
室長、佐川慎悟弁理士（北海道）、田中雅敏弁護士（福岡）をパネリストに迎え、安藤がコー
ディネーターを務め、パネルディスカッションを行いました。北海道で知的財産実務に携わっ
ている室井室長、佐川弁理士及び安藤に加え、北海道と同じく地方大都市で、かつ、中央から
離れた地で知的財産実務に積極的に取り組んで来られた田中弁護士にご参加頂いたことで、北
海道と九州の比較ができました。
　本稿では、北海道の知的財産権活動をご紹介する目的で、第２部の概要をご報告致します。
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　⑴　過去10年間の北海道の産業財産権出願・登録状況
　北海道の過去10年間の産業財産権の出願・登録状況は表１・表２のとおりとなっていま
す。なお、この表は、特許庁行政年次報告書に掲載されている数値をまとめたものです。同
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報告書では、共同出願案件については、筆頭出願人の住所に基づいて統計されているので、
道内の出願人が含まれている場合でも、数値に含まれていないものもありますが、一定の傾
向を示す資料とはなります。
　この表から、北海道の出願・登録について、次の状況が明らかになっています。
　①　特許の出願件数は大幅に減少し、半減となっている。
　②　特許の登録件数は横ばいで推移。
　③　商標の出願件数も年々減少しており、10年で３分の２程度となっている。
　④　商標の登録件数は横ばいで推移。

表 1　出願状況
 




